
【各学校における学力向上の取組】 

 

 

 

 

 

 

～ 「確かな学力」の育成に向けて、これまでの取組の徹底を図ることが重要です ～ 

 山口県教育委員会では、学力向上に向けて、「学校の組織的な取組」「指導方法の工夫改善」「学

習環境の整備」「学習習慣の確立」の４つの重点取組事項、それら全ての基盤となる「家庭・地域

との連携・協働」を引き続き推進し、市町教委と一体となって、各学校の取組を支援します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それぞれの学校に通う子どもたちが、「わかる楽しさ」や「できる喜び」を実感する毎日を送る

ことができるよう、各学校で学力向上に関する取組を進めていきましょう。 

 

わかる喜び できる楽しさ 学び続けるやまぐちっ子 ～ 高めよう授業力 育てよう学習力～ 

～ 
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山口県教育庁義務教育課 

  ★コミュニティ・スクールや「地域協育ネット」のしくみを 

    生かした社会総がかりによる学力向上に向けた取組  

○PDCAサイクルによる日常的な授業改善の 
 推進 
○学力向上推進リーダー・推進教員、授業ア  
 ドバイザー、教育力向上指導員を活用した 
 校内研修の活性化 
○授業力向上実践研修会等、各種研修会での成 

果の還元と校内での活用 
  ○やまぐち学習支援プログラムの積極的 
  活用  

○年間2回の検証改善サイクルの充実 
○学級や学年、教科の枠を越えた組織的な指 
 導体制の構築  
○研究指定校及び少人数指導加配校の成果の 
 追求と効果的取組の活用 
○全教職員が関わる人材育成1000日プラン 
 の取組の充実 
○コミュニティ・スクール等の仕組みを活 
 用したユニット型研修や授業評価の積極 
 的な実施 

○一人ひとりの課題に応じた補充学習の実施 
○学校の取組や家庭学習の充実に向けた情報発信 
○コミュニティ・スクールにおける学力向上を 

テーマとした熟議の実施 

○個に応じたきめ細かな指導体制の確立 
○学びを促す学習環境づくりの推進 
○地域人材を活用した学習支援体制の構築 
○幼保小・小中・中高が連携した取組の充実 

各学校での 

取組 

学校の組織的な取組 

学習環境の整備 

指導方法の工夫改善

校の組織的な取組 

学習習慣の確立 



 学力向上に関する取組の中で、特に重視したいのは、「日常的な授業改善」です。各学

校におかれましては、４つの重点取組事項に注目しながら授業改善を進めてください。 

「学校の組織的な取組」～みんなで一緒に授業改善を進めましょう～ 

 それぞれの教員がバラバラに取組を進めても、大きな効果は期待できませんし、十分な検証もで

きません。学校が直面している課題を明確化し、組織全体で共有することで、学校としての授業改

善の方向が定まります。授業研究を伴う校内研修を、年間２回の検証改善サイクルの中に位置付け

て、全校体制で取組を進めましょう。なお、校種間連携を生かした研修、地域の方や保護者も加わ

ったユニット型研修などによる授業改善も、多様な意見を取り入れることができ、効果的です。 

「指導方法の工夫改善」～授業改善のポイントを共有して授業改善を進めましょう～ 

 めざす授業の姿をイメージし、その実現に向けた改善のポイントが共有できていないと、大きな

効果は期待できません。授業前半の「学習の見通しを立てる活動」と、授業終末の「学習を振り返

る活動」が、授業を構成する基本的な要素になります。授業の目標（めあて・ねらい）を提示し、

子どもたちと共有することは、学習の見通しを立てる活動の要となります。また、授業の終末部で

は、学習内容をまとめ、学習過程や学習方法を振り返るための時間を十分に確保しましょう。さら

に、子どもたち自身が課題を設定し、その解決に向けて話し合い、まとめ、表現するなどの活動を、

授業に積極的に取り入れましょう。このようなアクティブ・ラーニングの視点も重要です。 

「学習環境の整備」～一人ひとりの良さを大切にする雰囲気の中で授業改善を進めましょう～ 

 子どもたちが落ち着いて学習課題に向き合うことができる学習環境がなければ、授業改善は進み

ません。発表の仕方やノート整理の方法など学習に関する基本的な約束事を、年度初めに徹底しま

しょう。また、学習の成果が見える教室掲示を心がけたり、互いの良さを認め合う話し合い活動を

行ったりするなど、子どもたち一人ひとりの良さを大切にする雰囲気をつくり、授業改善の基盤を

整えましょう。 

「学習習慣の確立」～家庭における学習とのつながりを意識して授業改善を進めましょう～ 

 家庭学習が充実していなければ、授業で学んだ学習内容の確実な定着を図ることができません。

授業以外の学習時間を確保し、家庭や地域においても、自主的・継続的・計画的に学び続ける子ど

もを育てることが求められます。宿題を確認する中で多くの子どもがつまずいた問題を授業で取り

上げて学び直したり、学習計画の立て方や効果的な学習方法の例を紹介したりするなどの働きかけ

を進めましょう。 

 

 「日常的な授業改善」の成果が実感できるまでには、時間がかかります。あきらめずに、
全校体制で具体的な取組を徹底して行うことで、子どもたちの学力をさらに高めていきましょう。 

 

 

４月１９日（火）に、全国学力・学習状況調査が実施されます。子どもたちが普段の力を十分発揮できるよう、

各学校で事前に実施体制を確認し、滞りなく調査が実施されますようよろしくお願いします。 

○落ち着いた雰囲気の中で調査当日を迎えられるよう、学習環境の整備に努めましょう。 

○春休みの宿題の回収、事後指導を通して、学習内容の積み残しを解消しましょう。 

○調査後の採点、学力分析支援ツールへの入力と結果分析など、組織的な取組をお願いします。             

＜学力分析支援ツールへの入力完了：５月１３日（金）＞ 

準備をよろしくお願いします ～全国学力・学習状況調査～ 



 


